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保
健
福
祉
課
は
狭
く
機
能

的
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
両

支
所
に
は
利
用
で
き
る
施
設

が
あ
る
。
広
く
便
利
な
施
設

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
務
め
て

は
。両

支
所
の
議
場
を
倉
庫
で

な
く
活
用
で
き
る
部
屋
に
し

て
は
ど
う
か
。

十
二
月
議
会
で
、
両
支
所

と
も
耐
震
診
断
を
受
け
、
今

後
の
在
り
方
を
考
え
る
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
が
。

保
健
福
祉
課
は
大
崎
診
療

所
を
掌
握
し
て
お
り
連
携
が

絶
対
不
可
欠
で
、
現
在
の
場

所
が
最
適
と
考
え
る
。

今
後
、
組
織
、
人
員
な
ど

の
変
動
の
場
合
は
必
要
に
応

じ
考
慮
す
る
。

池
川
支
所
は
五
十
八
年
完

問

片
岡
政
徳

答

町
　
長

成
で
耐
震
診
断
は
必
要
な
い

と
訂
正
す
る
。

答

仁
淀
支
所
長

答

池
川
支
所
長

問

片
　
岡

答

町
　
長

問

片
　
岡

傍
聴
席
は
物
置
き
で
利
用

し
、
議
場
は
、
会
議
室
と
し

答

副
町
長

て
有
効
活
用
に
努
め
る
。

問

片
　
岡

答

町
　
長

答

総
務
課
長

現
在
の
場
所
が
最
適

手
狭
な
保
健
福
祉
課

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か

答

床
は
階
段
状
で
特
徴
が
あ

り
、
現
在
は
、
暫
定
的
に
物

品
の
保
管
場
所
に
利
用
。
今

後
、
必
要
が
生
じ
た
場
合
を

考
え
改
修
し
な
い
。

池
川
の
健
康
福
祉
課
の
業

務
は
総
合
支
所
で
行
い
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
吾

川
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
動
す

る
が
、
池
川
保
健
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
利
用
は
。

社
協
が
一
定
期
間
利
用
す

る
。
そ
の
後
は
検
討
し
て
い

く
。

変
更
な
ど
に
つ
い
て
地
域

へ
説
明
は
。

今
回
は
地
域
へ
の
説
明
は

な
か
っ
た
が
、
今
後
は
、
十

分
留
意
し
進
め
て
い
く
。

吾
川
出
張
所
の
高
規
格
救

急
車
は
、
13
年
７
月
に
導
入
、

走
行
距
離
23
万
㎞
を
越
え
て

い
る
。

人
の
命
を
運
ぶ
救
急
車
は

優
先
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、

本
部
へ
要
望
を
。

県
内
消
防
署
の
救
急
車
の

更
新
状
況
を
聞
く
。

22
年
度
に
更
新
を
検
討
し

て
い
る
。
現
在
の
車
両
で
緊

急
搬
送
に
支
障
な
く
、
早
期

更
新
の
状
況
で
な
い
と
考
え

る
が
、
地
域
住
民
の
生
命
を

守
る
車
両
で
、
重
要
性
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。
改
め
て

要
望
し
、
充
実
し
た
体
制
を

整
え
て
い
く
。

高
知
市
消
防
署
は
9
年
、

中
芸
は
10
年
、
安
芸
市
、
嶺

手狭な保健福祉課、議会は再三改善を指摘しているが（大崎）

北
は
12
年
、
安
芸
市
、
土
佐

市
10
万
㎞
、
室
戸
、
高
幡
は

25
万
㎞
で
、
県
下
の
平
均
は

9
年
と
な
っ
て
い
る
。

高規格救急車（高吾北消防）

更
新
の
時
期
はま

だ
使
え
る

答

救急車
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昭
和
三
十
七
年
三
月
に
架

設
さ
れ
た
、
桐
見
川
・
白
石

川
線
の
「
か
わ
ま
た
橋
」
は

老
朽
化
が
進
み
、
危
険
性
が

高
い
が
。

こ
の
林
道
は
木
材
の
搬
出

な
ど
林
業
活
性
化
、
当
町
と

越
知
町
を
結
び
地
域
に
と
っ

て
も
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ

る
た
め
、
現
状
の
橋
梁
調
査

を
行
い
改
良
の
方
向
で
検
討

す
る
。 問

坂
本
伝
一

答

町
　
長

答 検討する

「かわまた橋」
の架けかえを

老朽化が進んだ「かわまたばし」早期の架けかえが望まれる（織合）
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し
い
。
行
政
主
導
で
事
業
を

推
進
す
る
よ
り
、
地
域
や
住

民
が
自
ら
地
域
活
性
化
を
考

え
、
実
行
す
る
住
民
主
導
が

望
ま
し
い
。

町
内
に
は
し
だ
れ
桜
や
ひ

ょ
う
た
ん
桜
、
上
久
喜
の
桃

な
ど
花
の
咲
く
頃
に
は
た
く

さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
。

気
運
が
高
ま
れ
ば
町
も
大

い
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
。

国
の
景
気
対
策
で
、
地
域

雇
用
創
出
事
業
費
な
ど
を
予

算
化
し
て
い
る
。
町
も
で
き

る
限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

町
は
、
杉
・
ヒ
ノ
キ
の
過

植
だ
。
高
齢
化
な
ど
で
田
畑

も
荒
れ
つ
つ
あ
る
。
町
の
将

来
を
見
据
え
て
、
桜
を
中
心

に
広
葉
樹
10
万
本
植
樹
を
目

標
に
花
の
咲
く
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
は
。

久
万
高
原
町
柳
谷
地
区
は

７
年
前
か
ら
山
桜
の
植
樹
を

始
め
、
現
在
１
万
３
２
５
０

本
を
定
植
し
苗
木
３
０
０
０

本
を
育
苗
。
奈
良
県
吉
野
地

区
が
桜
３
万
本
と
言
わ
れ
て

い
る
。

柳
谷
地
区
は
５
万
本
を
計

画
し
日
本
一
を
目
指
し
て
い

る
。
本
町
は
隣
接
し
て
お
り
、

呼
応
し
て
10
万
本
を
目
指
し

た
な
ら
県
境
を
越
え
た
日
本

一
の
花
の
咲
く
地
域
に
な
る
。

予
算
を
大
い
に
活
用
し
、
町

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

人
は
み
な
、
花
は
好
き
だ
。

花
の
咲
く
ま
ち
づ
く
り
事
業

は
大
変
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

10
万
本
と
い
う
と
大
変
広

い
土
地
が
い
る
。
町
有
林
を

一
度
に
全
部
切
る
こ
と
は
難

問

大
原
儀
郎

答

町
　
長

答

副
町
長

答 住民主導が望ましい

桜を中心に
広葉樹10万本植樹を目指せ
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を
設
置
し
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

ま
ず
は
庁
内
に
検
討
チ
ー

ム
を
編
成
。
必
要
に
応
じ
て

専
従
の
担
当
職
員
を
置
く
こ

と
を
検
討
し
た
い
。
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町
に
は
2
万
５
０
０
０
ha

以
上
の
植
林
が
あ
る
。
森
林

の
Co２
吸
収
数
値
は
1
ha
当
た

り
、
年
8
Co２
ｔ
と
環
境
省
が

認
定
し
て
い
る
。
本
町
は
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
委
託
事
業
で
木
質

ガ
ス
化
発
電
と
木
質
ペ
レ
ッ

ト
実
用
化
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
用
化

を
推
進
し
、
こ
れ
に
伴
う
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
実
用
化

を
目
指
し
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
を
立
ち
上
げ
、
認
定

を
受
け
る
べ
く
専
従
チ
ー
ム

問

大
　
原

答

副
町
長

問

大
　
原

答

町
　
長

住
民
の
意
志
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
の
が

議
会
の
役
目
だ
が
、
自
己
保
全
や
利
益
誘
導

等
、
長
い
年
月
を
経
て
定
着
し
た
悪
し
き
慣

習
は
、
議
員
の
自
律
心
を
奮
い
、
行
政
の
追

認
機
関
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

賛
否
に
は
住
民
の
立
場
で
臨
む
べ
き
で
あ

り
、
全
員
与
党
、
全
員
野
党
が
地
方
議
員
の

鉄
則
で
あ
る
。

民
主
主
義
の
原
点
は
多
数
決
で
あ

る
。
・
・
・
・
が

”多
数
決
必
ず
し
も
正
し
か
ら
ず
や
、
少

数
意
見
の
中
に
正
論
あ
り
“
と
言
い
た
い
。

若
藤
　
敏
久

物
ご
と
の
是
非
や
優
劣
を
決
め
る
方
法
と

し
て
多
数
決
が
あ
る
。

国
会
や
地
方
議
会
で
は
こ
の
多
数
決
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
与
党
と
野
党
が
存

在
し
、
相
反
し
た
意
見
と
な
る
の
が
通
常
で

あ
る
。

地
方
自
治
体
の
最
終
意
志
を
決
定
す
る
議

員
の
一
票
は
絶
大
で
、
町
の
将
来
を
大
き
く

左
右
す
る
こ
と
と
な
る
。

議
長
一
口
メ
モ
　�！�

㈱
ソ
ニ
ア
の
経
営
は
、
議

会
で
改
善
と
責
任
を
指
摘
さ

れ
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

仁
淀
川
流
域
の
今
後
の
た

め
に
大
型
工
場
を
残
し
た
い

が
、
資
金
繰
り
や
、
収
支
計

画
の
在
り
方
に
よ
っ
て
は
、

工
場
の
閉
鎖
か
継
続
で
き
る

か
、
厳
し
い
瀬
戸
際
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。

閉鎖か継続か瀬戸際に立っている（株）ソニア（佐川）

「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
」
の
実
用
化
を
図
れ

検
討
チ
ー
ム
を
編
成
し
対
応

答

ソニアは大丈夫か
閉鎖か継続か瀬戸際答



森

山

集

会

所

は
、
議
会
だ
よ
り
で
広
報
し

て
い
る
。
授
業
中
の
生
徒
や

入
院
中
、
介
護
支
援
を
受
け

て
い
る
方
な
ど
に
配
慮
が
い

る
た
め
、
希
望
者
は
、
傍
聴

し
て
ほ
し
い
。

区
長
会
の
意
見
を
集
約
し

て
ほ
し
い
。

防
災
無
線
で
は
課
題
が
多

い
の
で
は
な
い
か
。
意
見
は

承
っ
て
お
く
。

県
に
予
算
の
要
望
書
を
提

出
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た

記
憶
が
あ
る
が
、
調
整
の
関

係
で
、
計
画
を
見
送
っ
た
。

の
補
助
を
行
う
。
森
山
集
会

所
は
、
地
域
集
会
所
と
地
区

集
会
所
の
両
面
で
検
討
し
た

経
緯
が
あ
る
。
議
員
と
直
接

話
を
し
た
こ
と
は
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
設
置
、
風

呂
な
ど
、
贅
沢
な
内
容
の
も

の
だ
っ
た
。
議
員
が
反
対
し

た
か
ど
う
か
は
、
記
憶
に
な

い
。要

望
に
行
っ
た
際
に
、
メ

モ
書
き
で
地
域
を
ま
と
め
る

と
書
い
て
い
る
。
補
助
金
に

つ
い
て
、
県
に
聞
く
と
、
町

か
ら
要
求
は
上
が
っ
て
お
ら

ず
、
県
は
予
算
を
つ
け
て
い

な
い
と
の
事
だ
が
。

森
山
の
集
会
所
の
建
築

で
、
町
長
が
「
予
算
が
つ
い

て
い
た
が
、
地
元
の
議
員
が

反
対
し
た
た
め
、
取
り
止
め

た
」
と
い
う
発
言
で
、
地
元

の
議
員
と
し
て
地
域
の
要
望

に
対
し
、
反
対
す
る
意
思
も

な
い
こ
と
を
申
し
添
え
質
問

す
る
。

集
会
所
は
県
の
補
助
金
が

つ
い
て
い
た
か
。

森
山
の
地
域
集
会
所
の
建

築
に
つ
い
て
、
私
は
反
対
し

た
の
か
。

要
望
書
の
提
出
後
に
話
を

し
た
か
。

地
域
集
会
所
は
、
集
会
所

周
辺
の
複
数
集
落
を
含
め
た
、

拠
点
施
設
と
す
べ
く
町
が
そ

の
費
用
を
全
額
負
担
す
る
。

地
区
集
会
所
は
町
が
8
割
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議
会
の
一
般
質
問
を
、
防

災
無
線
で
放
送
で
き
な
い
か
。

一
般
質
問
の
や
り
取
り

問

岡
田
良
成

答

副
町
長

問

岡
　
田

答

副
町
長

防
災
無
線

問

岡
　
田

答

企
画
課
長

答

総
務
課
長

問

岡
　
田

答

企
画
課
長

答

町
　
長

問

岡
　
田

答

町
　
長

準
備
は
し
た
が
計
画
は
見
送
っ
た

補
助
金
は
つ
い
て
い
た
の
か

答

森
山
地
区
よ
り
度
々
陳
情

受
け
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

る
。
議
員
よ
り
周
辺
地
域
か

ら
必
要
性
が
な
い
と
の
意
見

も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
問

題
を
残
す
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
断
念
し
た
。
岡

田
議
員
の
行
動
か
ら
到
底
無

理
と
判
断
し
た
。

地
域
集
会
所
は
、
地
域
の

同
意
を
取
り
、
県
に
要
望
書

を
提
出
し
、
決
定
後
、
予
算

化
に
よ
り
建
設
さ
れ
る
の
で
、

県
か
ら
補
助
が
下
り
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
失
言
で
あ
る
。

今
後
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
。

で
き
る
だ
け
地
域
の
要
望

に
応
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

の関心の高さが伺えた（議場）

もち作り



森

山

集

会

所

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成21年5月10日発行（13） 第15号

住
民
か
ら
要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
三
年
が
経
過
し
た
が
、

い
ま
だ
に
具
体
化
さ
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

問

若
藤
敏
久

答

町
長

問

若
　
藤

要
望
書
は
保
留
し
地
域
で

検
討
中
と
の
こ
と
だ
が
、
採

択
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
と
も
地
域
全
員
の

同
意
が
必
要
な
の
か
。

答

企
画
課
長

問

若
　
藤

充
分
と
考
え
て

い
る
の
か

答

副
町
長

問

若
　
藤

早
期
着
工
を

通
常
の
会
合
に
は
支
障
な

い
が
、
大
規
模
な
災
害
な
ど

の
避
難
場
所
と
し
て
は
耐
震

構
造
も
配
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、

充
分
な
施
設
と
は
考
え
て
い

な
い
。

答

副
町
長

答 任期中に建てたい

要望が出て３年たったが

建
設
予
定
地
の
是
非
や
地

域
内
の
不
要
論
か
ら
予
算
化

は
見
送
っ
て
き
た
が
、
地
区

か
ら
強
い
要
望
も
あ
り
、
任

期
中
に
で
き
る
限
り
の
協
力

は
す
る
。

地
域
の
拠
点
と
な
る
施
設

と
し
て
積
極
的
に
進
め
た
い
。

地
域
の
同
意
は
明
文
化
さ
れ

た
も
の
は
な
い
。

森
山
地
区
は
町
内
で
も
い

ち
早
く
自
主
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
活
動
は
各
地

域
の
見
本
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
等
有
事
の
際
の
避
難
施

設
と
し
て
現
集
会
所
で
充
分

と
考
え
て
い
る
な
ら
そ
の
理

由
は
。

住
民
や
議
員
が
声
を
大
に

し
て
も
執
行
部
に
そ
の
気
が

な
け
れ
ば
馬
の
耳
に
念
仏
。

政
治
の
主
人
公
は
住
民
で
あ

る
こ
と
を
今
一
度
、
認
識
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

森
山
地
区
は
仁
淀
川
町
を

売
り
出
す
販
売
活
動
な
ど
、

老
朽
化
し
た
集
会
所
で
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
活
発
な

活
動
を
し
、
町
や
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
。

是
非
早
期
着
工
を
。

3月議会には大勢の傍聴者、森山地区の

地
域
の
同
意
が

必
要
か

敬
老
会
は
地
区
を
挙
げ
て

開
催
し
、
健
康
活
動
は
周
辺

地
域
や
社
協
と
連
携
し
て
い

る
と
聞
く
。

ま
た
防
災
活
動
も
対
岸
の

高
瀬
地
区
と
協
議
し
て
行
な

わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
重
要

な
拠
点
と
考
え
る
。

将
来
多
目
的
に
使
用
で
き

る
施
設
と
し
て
検
討
す
る
。

森山集会所


